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日本口承文芸学会大会報告 i 

1997 (平成9)年度の第21回大会は、 6月7日(土)--8日(日)の2日にわたり、
静岡県の常葉学園短期大学を会場として開催された。

"公開講演 …

石川純一郎「祭りと民俗芸能
一静岡県における御船歌の展開一」

報告立石憲利

石川氏は、静岡県内の多くの民俗芸能の紹介と船

祭りで歌われる御船歌の調査・研究の結果について

話され、大きな刺激をうけた。

現地での調査にもとづく講演は、あらためて現地

調査の大切さを教えてくれたものであった。そして、

これだけの調査は大変だったろうなと思'うと同時に、

楽しかったろうなと、うらやましささえ感じたもの

である。

口承文芸に視点をおいた祭りや民俗芸能の調査・研

究は、まだ少ない白私の住んでいる岡山県でも、ほ

とんど、手がついていないのが実態だ。 例えば、邑久

郡牛窓町で秋祭りに曳かれるダンジリ(曳き船)は、

文化財に指定されているが、ダンジリ歌(御船歌)は

文化財指定の際にも記録さえされていないというの

が実態であるs 歌を忘れたカナリアだc

石川氏は祭り &民俗芸能をビデオ化(映像化)し

ていると話されたが、このことも重要だと思う。岡

山民俗学会でも、現在、ビデオシリーズ「岡山の祭

りと芸能J(全十八巻)を作成中(既刊八巻、来年度
で完結予定)であり、それに従事していることもあ

って、大きな関心をもって聞いた。ビデオ製作をお

こなってみて、多くの祭りや芸能が消え去り、消え

去ろうとしている実態を知った。口承文芸に視点を

おいた調査を含め、早急な調査・研究を痛感したと

ころだ。(岡山県)

小津俊夫「ヴィルヘルム ・グリムの

再話法一同時代人との比較の中で-J
報告間宮史子

小津俊夫氏は近年、昔話内部の研究-特に語り口

や話の構成といった様式研究ーの必要性を訴え、そ

れをふまえて本来口伝えされてきた昔話を次世代に

伝えることに努めている。伝承の語りが減少し、人々

が昔話にふれるのは本の中がほとんどという現在の

状況においては、「昔話をいかなる形で本に収めるか、

ということが重要問題になってきた」。その際参考に
なるのは、ひとつには、グリム兄弟、特に弟ヴ、ィル

へルムの再話法である。

その再話の特徴を同時代人との比較の中で明らか

にするために、小淳氏は例として、白雪姫が女王に

殺されて生き返る場面をとりあげて説明した。グリ

ム兄弟と同名のアルベルト・グリムの「白雪姫」で

は、姫はイチジクに入れられた毒の苦しみで死に、こ

びとの王の呪力で生き返る白これに対して、グリム

兄弟の白雪姫はひも、くし、リンゴで3回殺されるが、

それらが除かれると生き返る。つまり、毒が効いて

いたのではなく、それぞれの物が白雪姫の姿を図形

として邪魔していたのであり、それらが除去される

と姫は回復する。

口伝えの昔話には、その語り口に一定の法則があ

る。グリム兄弟の例中の f3回の繰り返し」や「図形
的に語る」というのもその特徴のひとつである。昔

話の様式論は、 20世紀半ばにマックス・リュティに

よって確立されたが、それ以前にグリム兄弟は、昔

話の語り口の特徴を感じとって再話していたのだ。

彼らはその意味で、「消えていく昔話を本の中に入れ

て救ったJのであり、その再話法は、昔話を本に収め
るときの手本となりうると小津氏は説く。(東京都)
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第21回大会研究発表 (6月8日)

第一会場報告

川森博司

第一会場では、四つの研究発表がおこなわれた。

まず、「金太郎と民間説話」で鈴木菜穂氏は、金太

郎は山姥の子であるという形で伝承されていること

に焦点を当てた分析をおこなった。自身の調査資料

を中心とした日本各地の金太郎伝承の着実な整理に

もとづいて、山姥には恐怖の対象としての側面と豊

能性を示す側面があり、それがどのような比率であ

らわれるかによって、金太郎伝承のさまざまなヴァ

リエーションが生じていることを、説得的な形で示

した。

次の「世間話の形態」で大石和世氏は、ダンデス

の理論の検討を中心に、これまでの説話の形態論的

分析の有効性とその欠陥を示し、「河童との出会い」

を主題とする世間話の実例に即して、改良したモデ

ルに基づいた分析を示したD これまで十分な概念の

整理がなされないままに受容されてきた理論的モデ

ルについて、日本の伝承例を分析するための道具と

しての見通しをつけようとした意欲的な発表であっ

た。

続く川島秀一氏の「ムラの歴史を語ること-仙台

藩入谷村の<郷土誌>の発生-Jは、口承の世界と
書承の世界のダイナミックな関係を実証的な資料に

よって描き出した斬新な発表であった。これらの「郷

土誌」は r---物語」と表記されており、そのなかに
は今日の概念でいえば「伝説」にあたるものも多く

含まれている。村には歴史の語り手がいて、彼らの

ところで口承の歴史Jと書物による歴史が交錯してい

る様相を説得的に示してくれた。

最後の「対馬の神功皇后説話」で岡田啓助氏は、対

馬の各地の神功皇后の伝承、特に神功皇后説話と関

わる神社の資料を詳細に分析して、神功皇后の新羅

遠征説話が対馬神道の骨格となっている様相を示し

た。そして、これらの伝承に、国境に位置する対馬

の人々の意識の反映を見る視点を示した。

以上のように、各発表とも、丹念な資料分析を土

台にしつつ、今後の議論の展開へ向けての新たな視

点を、そのなかに含むものであった。(大阪府)

第21回大会研究発表 (6月8日)

第二会場報告

斎藤君子

大嶋善孝氏の「漁民の伝えた致富誇-蛸長者の昔

話」では、話の分布が日本海沿岸から瀬戸内海沿岸

に集中していることと、主人公の職業が漁民である

ことから、漁民や船乗りの間で伝承され、運搬され

たとみる。話の成立の背景には、江戸時代の海上交

通の発達と、庶民の間での社寺参詣の盛待があると

する。また、この昔話と「炭焼き長者」との聞には、

深い関連が認められるとし、「蛸長者」が「炭焼き長

者」の主人公を炭焼きから蛸取りに変換させたもの

として位置づけた。

「日本における<太陽を射る話>について」で山田

仁史氏は、日本には「太陽を射るモグラ」と r3本足
のカラス」の二つの話型があることを指摘した。前

者の類話14例は中園地方と九ナ"1に分布する。国外で

はモンゴル、北米、北東インドに類話があり、日本

の話と共通する内容をもつo後者は、話の分布が弓

神事の分布と一致し、山の神信仰や烏勧請、弓祭な

どとのつながりが認められる。古代中国には、太陽

の中に3本足のカラスが棲むという観念があり、それ

がわが国に伝わり山の神信仰と結びついたとみる。

繁原央氏は「浦島と竹取一仙界掩留と天人流諦の

構造」において、浦島説話は8世紀初頭に、古代イン

ド、や中国の天人流論語に精通したわが国の知識人が

日本の民間伝承を利用して創作した、日本版天人流

請であるとする高橋宣勝氏の仮説を採用すると共に、

「浦島」と「竹取」の構造を比べ、両者が2項対立の

関係にあるとみなす。これらのことから、「竹取物語J

の作者が「浦島子物語」をみて、物語を逆転させるこ

とによってかぐや姫の物語を生み出したと主張した。

水野知昭氏の「北欧教会建立伝説の成立背景」で

は、「大工と鬼六」が北欧の教会伝説の翻案であると

する高橋宣勝氏と桜井美紀氏の説から出発し、北欧

の教会建立伝説そのものの起源を北欧の築城神話や

ギリシャの築城神話に湖るとする。これらの築城神

話と共通するモチーフを列挙し、これが民話のレベ

ルでは多彩な変化を見せることから、神話の方が民

話に先行するものとみなした。(埼玉県)
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第21回大会シンポジウム (6月8日)

シンポジウムに参加して

花部英雄

「口承文芸と民俗芸能」というのは、いかにも古色

然とし、かつを漠としたテーマである。この大物を

いかに料理し、ご馳走にしてくれるのか、いくぶん

の興味を持って臨んだ。最初に小池淳一氏から、テー

マの設定意義の説明があった。テーマが抱えている

課題を八つに整理し、そのうち「芸能・祭礼の起源、

由来を語る説話Jr民俗芸能の解釈、見立ての言説」
に中心をおいた、シンポジウムを組み立てる意図の

前口上があって、三氏の報告が続いた。一番目の小

池氏の「はじまりのはなしJは、陰陽道将来説話が

他の芸能・宗教との接触、排斥を通じて、一つの芸
すがた

能へと胎動する相を示し、そしてその推進に、説話

を保持する陰陽道(師)の力があったことを述べた。

続く斎藤英喜氏の「いざなぎ流の祭文と神学」は、高

知県物部村のいざなぎ流の祭文 cr天神の祭文J)を
太夫の視点からとらえ、それの祭文の場での意味や

法文との関わりを分析した。三番目の松尾恒一氏の

「延年芸の説話-中世寺院の芸能表現-Jは、延年芸
における口承的な部分である声、口伝、説話を取り

上げて解説を加え、口承文芸の地盤としての意義を

見いだそうとした。三者の報告は、ともすれば口承

文芸の領域を限定し、タコツボ的になりがちな研究

状況に対して、芸能、祭紀のことば(説話)・声がも

っ口承的性格を拡大してみせてくれた。それぞれの

研究分野と接触する口承文芸の部分を腐心し、また

サービス(映像、音声機器を利用)して取り上げて

くれた。その意味ぜは十分に示唆的で学ぶものがあ

った。 だた総じていえば、やはり地盤的、周縁的な

部分での接点、だけで、口承文芸の本質に届かずに終

わった印象をぬぐえない。しかしそれが芸能と口承

文芸の現実的な姿なのだと、皮相的にとらえるべき

ではないだろう。最初の問題提起の説明からして、こ

のテーマは多くの課題を内包しているのであり、今

後個々の問題点を現実的に処理していく方法の模索

が必要であろう。蛇足を加えるなら、次にはウエー

トを口承文芸研究の立場においた問題追究の必要性

も感じた。(神奈川県)

第33回研究例会発表報告 (97年3月15日)

遠藤庄治氏「沖縄の普天問権現信仰」
梶田純子氏「屋号伝承について」

根岸英之

遠藤氏の発表は、沖縄県宣野湾市にある普天間権

現に関する説話を、信仰とのかかわりから論じたも

のo まず普天間権現由来伝説の主要話型として、「航

海神Jr普天間権現由来Jr松にシブ草Jr地名由来」
「片目の蛇・竜Jr蛇婿人Jrハブ、になった万Jr嵐参
詣Jr煙草由来Jr身売り救いJr大城中可家の黄金」
「東思納当と普天間権現Jr妊婦の禁」を挙げる。次
いで、この話型に見られる主要モチーフを「機織り

聖処女モチーフJr蛇婿入モチーフJr航海神モチー
フJr祖神伝承Jr乗瀬御獄由来Jr安里のティラ」に
分け、関連する沖縄各地の伝承を示した。普天間権

現説話は、沖縄全域に多様な話型をもって伝えられ

ており、その背景として、 9月の例大祭前後に行われ

る普天間権現を含む参詣の広がりを示唆した。いつ

もながら、豊富な資料を提示しての力強い発表であ

った。

梶田氏の発表は屋号についての研究視点を総括的

に論じたもの。屋号について、「姓の他に自家と他家

とを区別するため、屋敷を含めた<家>に対する呼

称語」と定義し、その機能について、「同姓が多い集

落で、家と家を区別するJrムラでの地理的位置・家
格・本分家関係・生業などを表すJrムラの仲間意識
を象徴する」などを挙げる。研究課題としては、「例

外もあるが伝承衰退が激しいので、調査を急ぐ必要

があるJrプライバシーの問題Jr小字との関係が深
いがこちらも伝承衰退が激しいJr屋号のみを調査し
でも、命名理由やまつわる話も記録しないと、機能

などが明確にならないJr記録する際の表記の問題
(漢字にするか、表音を優先するか)Jr家印・あだ名
を含めるか」といった点を指摘。

機能や屋号の分類などやや整理が必要な点も見ら

れ、また具体的地域を例にした考察も聞きたかった

が、全般に興味深い発表であった。梶田氏は会員で

はないが、例会担当者には、屋号を口承文芸研究の

立場から深化させようとする意図があったものと察

せられる。屋号伝承に関心を持つ報告者には、いい

刺激となった例会であった。(千葉県)
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